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　　　 ７月 : 日中戦争勃発
　　　　　　 →列強各国の特務機関が集まる上海での防諜・諜報戦展開
「秘密戦資材研究室」も 1937 年 11 月には，後に登戸研究所第二科第一班長となる伴繁雄を
上海へ派遣し，現地の秘密戦情報収集に務める（１）。
1938 年 11 月：日ソ間軍事衝突の頻発　
　　　　　　　→さらに防諜の必要性高まる













申」より。1938（昭和 13）年 3 月に防諜研究所が設立され特殊勤務要員教育が開始されたこと，1939（昭和
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1939 年 9 月以降
陸軍科学研究所登戸出張所長：篠田鐐














































































登戸研究所第一科の基礎である「登戸実験場」は 1937（昭和 12）年 11 月生田の地に設立，




   東生田駅
( 現 生田 )
新宿駅
  　　  稲田登戸駅



























































　　　 昭和 12 年 11 月 57 巻 592 号）



































1938 年 8 月には陸軍科学研究所より甲木季資技
師が「く号兵器」研究に必要な大電力発振（3m 波















































































































































































































































入所年 月 入所時満年齢 身分 入所のきっかけ 関連事項
いつの登戸研究所に
入所したのか 場所
① 1937（昭和 12） 不明 不明
民間では就職口が無かったが，政府が雇用促進しており，
当初横浜税関に配属，その後異動を願い出たら科研第六研へ 陸軍科学研究所第六研→登戸研究所 陸軍科学研究所 新宿区百人町






③ 1938 4 月 15 陸軍工員 他所への徴用に備えて タイピスト 陸軍科学研究所登戸実験場？ 川崎市生田
④ 1938 6 月 不明 傭人 知人の世話 総務科タイピスト 陸軍科学研究所登戸実験場？ 川崎市生田
⑤ 1938 不明 14 ？ 旧制中学へ行くのが難しかった，手当が良かった のちに 3 科 陸軍科学研究所秘密戦資材研究室？ 新宿区百人町
⑥ 1938 不明 不明 科研へ，知人の紹介，給料が良くて 2 科毒物→ 4 科（1942 年文官から武官） 陸軍科学研究所秘密戦資材研究室 新宿区百人町
⑦ 1938 年末 不明 科研へ応募，陸軍技術本部で写真技師をしていた友人の誘いから 2 科，資材購入，菌種植継，培地製作，文献調査 陸軍科学研究所秘密戦資材研究室 新宿区百人町
⑧ 不明 不明 不明 科研第三部から転属 毒ガス，青酸ガス専門家 陸軍科学研究所 新宿区百人町





⑩ 1939 9 月 16 頃？ プロパーの技術者養成のため，当時唯一の印刷科があった東京府立工芸高校へ所長 篠田鐐が自ら出向いて校長に卒業生を依頼 3 科
陸軍科学研究所
登戸出張所 川崎市生田
⑪ 1939 10 月 16 工員 義兄が働いていたから 3 科南方班 , 凹版印刷 陸軍科学研究所登戸出張所 川崎市生田
⑫ 1939か 40 不明 12，3 学校の先生の勧め 庶務で経理
陸軍科学研究所
登戸出張所 川崎市生田
⑬ 1940（昭和 15） 10 月 17 軍属工員 学校の紹介 2 科→（7 研 4 科→）総務科
陸軍科学研究所
登戸出張所 川崎市生田
⑭ 1940 4 月 25 陸軍雇員 京大の先生に勧められて 2 科 陸軍科学研究所登戸出張所 川崎市生田
⑮ 1940 4 月 23 工員 紹介 2 科→ 1 科→ 4 科，機械製図 陸軍科学研究所登戸出張所 川崎市生田
⑯ 1940か 41 不明 15，6 書初めを見た登研の人の誘いで 給仕→タイピスト
陸軍科学研究所
登戸出張所 川崎市生田
⑰ 1941（昭和 16） 1 月 満 23 他の工場への徴用がいやで 総務科タイピスト
陸軍科学研究所
登戸出張所 川崎市生田
⑱ 1941 3 月 16 工員 父より，家の為より国の為にといわれ 3 科北方班 陸軍科学研究所登戸出張所 川崎市生田
⑲ 1941 4 月 16 近隣軍人の世話，近所に在住 総務科 陸軍科学研究所登戸出張所 川崎市生田
⑳ 1941 4 月 16 傭人 特になし，試験に合格したため 2 科タイピスト 陸軍科学研究所登戸出張所 川崎市生田






㉒ 1941 5 月 15 傭人 通勤可能な場所のため 3 科南方班→（新設時）北方班，紙の検査 陸軍科学研究所登戸出張所 川崎市生田
㉓ 1941 5 月 23 兵技伍長 陸軍兵器学校より転属 1 科，風船爆弾と宣伝用器材 陸軍科学研究所登戸出張所 川崎市生田
㉔ 1941 6 月 15 工員 先生の紹介 第 3 科印刷関係資材の調査
陸軍技術本部
第九研究所 川崎市生田
㉕ 1941 不明 15 見習工員→工員 学校の紹介 4 科
陸軍技術本部
第九研究所 川崎市生田
㉖ 1942（昭和 17） 11 月 24 傭人 近隣の軍人の紹介 2 科 4 班，動物実験病理組織切片作成 第九陸軍技術研究所 川崎市生田
㉗ 1942 4 月 16 工員 学校のパンフレット 2 科，分光分析―化学 第九陸軍技術研究所 川崎市生田
㉘ 1942 4 月 16 雇員 近所，徒歩通勤圏内 4 科庶務班 第九陸軍技術研究所 川崎市生田
㉙ 1942 4 月 17 工員 隣人の紹介，近所に在住 2 科朝沼班→池田班，動物の細菌研究から植物の病原菌研究へ 第九陸軍技術研究所 川崎市生田
㉚ 1942 4 月 不明 女子挺身隊徴用が来ていたが遠いため断り，知人の紹介で 兵器班→総務科庶務 第九陸軍技術研究所 川崎市生田
㉛ 1942 4 月 14 ？ 卒業時の先生の紹介と先輩の働きぶりの噂で興味を持ち，学校推薦があったので応募，同期 100 人 第九陸軍技術研究所 川崎市生田
㉜ 1942 4 月 14 ？ 同上，次男坊なので徴用がいやで 第九陸軍技術研究所 川崎市生田
㉝ 1942 6 月 26 工員 縁故 4 科 103 研，秘密兵器の製造，オブラート便箋 第九陸軍技術研究所 川崎市生田




長男以外は働きに出なければならなかった 3 科南方班 第九陸軍技術研究所 川崎市生田
㉟ 1943 4 月 15 工員 父母と自身の，お国のためにという強い希望 3 科北方班 第九陸軍技術研究所 川崎市生田




国から徴用令書 1 科 4 班，気球観測ロケット→風船爆弾 第九陸軍技術研究所 川崎市生田
㊲ 1943 4 月 不明 登戸研究所技師と面会のち，大学教官からの推薦 2 科 7 班（対動物謀略兵器担当？） 第九陸軍技術研究所 川崎市生田
㊳ 1943 不明 15 兄二人が兵隊にとられ、稼ぎ頭にならなければならなかった，登戸研究所は給料が良いので、近所の農家の子たちはみんな就職 第九陸軍技術研究所 川崎市生田
㊴ 1944（昭和 19） 3 月 19 工員 挺身隊として召集 3 科，原料撰別 第九陸軍技術研究所 川崎市生田
㊵ 1944 4 月 不明 見習工員 自宅から近く，出身学校（登戸国民学校）の卒業生が多かった 4 科 2 班 第九陸軍技術研究所 川崎市生田
㊶ 1944 4 月 15 軍属工員 戦時であり学校より就職 総務科兵器班，資材調達 第九陸軍技術研究所 川崎市生田
㊷ 1944 4 月 19 工員 女子挺身隊として 総務科総務班 第九陸軍技術研究所 川崎市生田
㊸ 1944 4 月 15 ？ 姉が勤めていた 3 科北方班 第九陸軍技術研究所 川崎市生田
㊹ 1945（昭和 20） 4 月 満 16，7 兄の勧め 庶務課 第九陸軍技術研究所 川崎市生田
㊺ 不明 不明 12，3 ？ 見習工→工員？ 工業高校卒業の資格が取れると聞いて
総務部所属見習工（青年学校＝工業高校卒業資格取得）
→ 4 科 1 班機械工場 不明 川崎市生田？
㊻ 不明 不明 15，6 ？ 所員の紹介で入所 3 科北方班（南方班？） 陸軍科学研究所登戸出張所 以降 川崎市生田
㊼ 不明 不明 不明 守衛長の紹介 タイピスト 不明 川崎市生田
㊽ 不明 不明 不明 人に受験を勧められて 4 科 陸軍科学研究所登戸出張所 以降 川崎市生田
㊾ 不明 不明 不明 隣人の紹介，何をやっているのかわからなかったが好奇心から興味を持って入所 不明 川崎市生田？
㊿ 不明 不明 不明 同級生から聞き，行ってみようと 3 科 陸軍科学研究所登戸出張所 以降 川崎市生田
 不明 不明 不明 所員（1 科？）の紹介 不明 川崎市生田？
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「登戸実験場」,「秘密戦資材研究室」時代の動員と「登戸出張所」開設まで
第５表　『雑書綴』617 ～ 619 頁，「技術関係職員調査表　第二科」より出身校抜粋
卒業学校　学部　学科名 現　名称 役職
A 浜松高等工業学校　応用化学科 静岡大学　工学部 兵技大尉
B 横浜高等工業学校　電気化学科 横浜国立大学　工学部 兵技大尉
C 千葉医科大学　附属薬学専門部 千葉大学　薬学部 薬剤大尉
D 東京写真専門学校　写真科 東京工芸大学　工学部 兵技大尉
E 北海道帝国大学　理学部　化学科 北海道大学　理学部 兵技中尉
F 京都帝国大学　工学部　機械工学科 京都大学　工学部 兵技中尉
G 東京帝国大学　理学部　化学科 東京大学　理学部 兵技大尉
H 名古屋高等工業専門学校　色染科 名古屋工業大学　工学部 兵技中尉
I 東京工業大学　応用化学科 東京工業大学　理学院 兵技中尉
J 京城帝国大学　医学部　医学科 （1946 年廃止） 軍医中尉
K 千葉医科大学　附属薬学専門部　薬学科 千葉大学　薬学部 兵技大尉
L 東京工業大学　染料化学科 東京工業大学　理学院 兵技中尉
M 東京物理学校　応用化学科 東京理科大学　理学部 兵技中尉
N 長岡高等工業学校　応用物理学科 新潟大学　工学部 兵技少尉
O 東京写真専門学校　写真理学科 東京工芸大学　工学部 兵技少尉
P 熊本薬学専門学校　薬学科 熊本大学　薬学部 兵技少尉
Q 東京工芸専門学校　印刷科　写真部 千葉大学　工学部 兵技少尉
R 明治薬学専門学校　薬学部 明治薬科大学　薬学部 兵技少尉
S 東京帝国大学　農学部　農学科 東京大学　農学部 陸軍技師
T 浜松高等工業学校　応用化学科 静岡大学　工学部 陸軍技師
U 東京美術学校　臨時写真科　夜学部 千葉大学　工学部 陸軍技手
V 明治薬学専門学校　薬学科 明治薬科大学　薬学部 陸軍技手
W 日本大学　専門部　写真科 日本大学　芸術学部（写真工学分野は廃止） 陸軍技手
X 東京高等獣医学校　本科 日本大学　生物資源科学部 陸軍技手
Y 東京農業大学　農学科 東京農業大学　農学部 陸軍技手
Z 東京農業大学　農学科 東京農業大学　農学部 陸軍技手
AA 東京農業大学　専門部　農芸化学科 東京農業大学 陸軍技手
BB 明治薬学専門学校　薬学科 明治薬科大学　薬学部 雇員
CC 日本高等獣医学校　本科 日本獣医生命科学大学 雇員
DD 東京高等農林学校　農学科 東京農工大学　農学部 雇員
EE 千葉医科大学　附属薬学専門部　薬学科 千葉大学　薬学部 雇員
FF 東京写真専門学校　写真理学科 東京工芸大学　工学部 雇員
GG 蔵前工業専修学校　応用化学科 東京工業大学附属科学技術専門学校専攻科（2008 年募集停止） 雇員
 ②『雑書綴』に見るエリート研究者の動員


















































































































さらに，登戸研究所は主務嘱託として 1936（昭和 11）年 1 月 12 日，まだ登戸研究所が陸軍
科学研究所の内部組織であった時期に委託された京都帝国大学工学部教授 工学博士 林 重憲を















































































































































































































電 iこ.する研究について、 酪 fJ研心＇iこのとき
濱」研究厠•を拳げる 算一郁に見動か
電頃の検討 I ［ l 193 7年頃～
｀ 
秘密載真材研租






























秘材研心偽札担当郭門と統合 ----- ----::.-.• （—協大•関~日［）)--'I I - ＂直•I薗与如瓢生























一列目右から 8 番目篠田鐐（当時中佐）/ 同 13 番目多田礼吉（同少将）/ 同 17 番目草場季喜（同大尉）/
同 20 番目畑尾正央（同大尉）/ 同 22 番目佐竹金次（同大尉）/ 同 23 番目松山直樹（同大尉）
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本稿は 2017 年度に開催された明治大学平和教育登戸研究所資料館第 8 回企画展「科学技術














関東軍司令部と情報部に 1937（昭和 12）年 8 月から 1942（昭和 17）年 8 月まで派遣されていたとしている（長野・
赤穂高校平和ゼミナール・神奈川法政二高平和研究会『高校生が追う陸軍登戸研究所』（教育史料出版会，1991 年）
p.105，当館所蔵私家版「故　北澤隆次追憶集」p.39）。
（３）アジア歴史資料センター Ref.C01004653900「後方勤務員養成所乙種長期第 1 期学生教育終了ノ件」より。









それぞれ担当していた。防衛研究所編『陸軍兵器行政機関の編制・機能　史料集』によれば，1932 年 8 月に旧第
二部が廃止となり新第二部が化学担当となった。本稿第 17 図「昭和九年八月二日撮影　陸軍科学研究所第一部」
の写真からも，その時点では第一部所属であることがわかる。しかし，当館所蔵資料 1757 写真「〔陸軍科学研究






畑尾の着任は 1940 ～ 41（昭和 15 ～ 16）年の間と推定される。畑尾は元来電波の研究者であり，第一科の電波の
研究者が第二科長を務めたことになる。当館所蔵資料『状況申告』によれば，畑尾は 1943（昭和 18）年 2 月の時
点で第四科長と兼務していた。畑尾の後任の山田桜は化学を専門とする兵技大佐。山田は当館所蔵資料『雑書綴』




（10） こ の 記 事 を 再 構 成 し た Web 版「 日 経 ビ ジ ネ ス オ ン ラ イ ン 」http://business.nikkeibp.co.jp./article/



















































第 19 図 写真複製パネル「陸軍科学研究所登戸実験場」 〃 640
第 20 図 『有線操縦装置い號』訂 〃 1304
（第３章　「登戸実験場」「秘密戦資材研究室」時代の動員では資料展示なし。）
